





































































































感受性がこの物語の大きな役割を果たすからである。雪女の顔が近づいてくると (The white 
woman bent down over him, lower and lower, until her face almost touched him)、ミノキチ
は雪女を「たいそう美しい(very beautiful)」と思い、雪女の方も 18 歳のミノキチをしばらく




しているのであるが、ミノキチはこの「全身白装束の女 (a woman all in white)」を、雪女では
















































































































































































 「芳一」  
  芳一は仰天してしまって、即座には返事もできなかった。するとその声は再び、厳しい命
令口調で、  
 「芳一」  
と呼んだ。  
 「はい」と盲目の芳一は、相手の声に含まれた脅しにおびえて答えた、  
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